
企業の部 1 

【応募用紙】  
１ 応募者概要  

事 

 

業 

 

所 

名  称 

（ふりがな：                                        ） 

株式会社ダイイチ 

代表者役職・氏名 代表取締役 鈴木一男 従業員数 97名 

所 在 地 
〒231-8631 

神奈川県横浜市中区宮川町3-89 

ホームページアドレス 
https://www.un-daiichi.co.jp/ 

事業開始年月 1951年3月 
環境への取組を 

開始した年月 
2001年4月 

事業内容 

企業向けユニフォームの企画・製造・販売・レンタル 

環境への取組について

過去に受けた表彰等 

第10回横浜環境保全活動賞 

横浜型地域貢献企業 

本

社 

名 称 
株式会社ダイイチ 

所 在 地 横浜市中区宮川町3-89 

総従業員数 97名 資 本 金 6,450万円 

 

２ 環境に対する企業理念の設定、管理体制 

(1) 基本理念・自己宣言等 

私たちは、ユニフォーム事業を通じ、人と環境との調和を創造します。 

 

 

 

(2) 環境マネジメントシステム関連 
 取組等の名称 詳 細 内 容 

ア 認証等 

横浜型地域貢献企業 

 

 

 

（１）地域や社会を意識し（２）地域貢献の視点を持って社会的

事業に取組み（３）地域と共に成長・発展を目指す企業を横浜型

地域貢献企業として認定しています。当社は最上位の認定をされ

ています。 

イ 組織体制 

ＣＳＲ委員会 

 

 

 

社員の約 20％が輪番制で 2年間所属する組織です。 

年間活動計画を企画・立案・実践し、誰もが所属することで能動

的なＣＳＲ活動が実践されます。 

 

ウ チェック 

機構 

内部監査 

 

外部による審査 

 

年 1 回、ＣＳＲメンバーが実施 

 

2 年に一度、更新審査を実施⇒(公財)横浜企業経営支援財団より

２名の審査員がシステム評価用チェックリストに基づき審査。 

エ その他の 

取組 

環境関連や防災関連イベント

への参加 

 

 

 

直近では、2019 年 6 月開催の横浜開港祭で、日本環境設計、ア

イトス、との共同でブース出展致しました。BRING 説明・空調服

試着イベントです。 

10/27 横浜市こども青少年局障害児福祉保健課主催「みんなの防

災フェスタ」 

11/16「旭北地区防災フェスタ」出展など 

 

(3) 取組結果等の公表・広報 
ホームページでの公表 

ダイイチ通心での公表  

※ダイイチ通心とは、弊社が毎月 1回ペースで発行している顧客向けニュースレターです。 
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３ 環境に配慮した製品や技術開発、サービス等の提供・導入 
製品・技術・サービス 

などの名称 
詳 細 内 容 

リユース可能なユニフォ

ームとしてのパンツ「パ

チッとパンツ」の開発と

販売 

 

環境絵日記展への協賛 

 

 

 

 

裾を切らずにワンタッチで 5段階のすそ上げが出来る機能を付けたチノパンを発明

しました。【特許Ｎｏ.３９８４２６５】 

リユース可能にすることで経費にも環境にも優しい商品です。 

【資料１】 

 

みんなでつくる環境未来都市・横浜： 

子どもたちに「こんな"未来"になったらいいな」「こんな"未来"にしていきたいな」

というアイデアを描いていただく展示会に協賛・表彰状授与をしています。 

 

 

４ 事業活動において環境に配慮している取組、社会貢献活動 

 ※取組や活動を開始した年度も記載してください。 

 取組・活動等の名称 詳 細 内 容 

(1)省エネ・CO2 

排出量削減の 

取組 

ブルーカーボンの利用 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブルーカーボン（※ア参照）とブルーリソース（※イ参照）による

臨海部の資源を活かした地球温暖化対策に取り組み、環境保全や環

境啓発などを付加することで、地球温暖化対策と市民にとって親し

みやすい海づくりを同時に推進することを目的とする横浜市のカー

ボンオフセット事業です。【資料２】 

  

※ア「ブルーカーボン」とは、海洋生物が二酸化炭素を吸収し、炭

素を固定する効果をいう。 

※イ「 ブルーリソース」とは、海洋エネルギー利用、臨海部におけ

るエネルギー有効利用、海藻や貝類の食用利用又は海洋バイオマス

からの有用成分抽出をいう。 

 

(2)廃棄物削減の 

取組 

リサイクル可能なユニ

フォームの提案 

 

フードバンクの周知 

 

 

 

 

 

使わなくなった服は“BRING=持ち込んで”リサイクルする仕組みを

ユニフォーム販売時にセットで提案しています。【資料３】 

 

「食料銀行」を意味する社会福祉活動。 

まだ食べられるのに、さまざまな理由で処分されてしまう食品を、

食べ物に困っている施設や人に届ける活動です。 

弊社が納入した防災食が、賞味期限が近くなった際、誰も口にす

ることなく廃棄されることがないよう、食べ物に困っている人たち

に届ける取組みをご紹介しています。 

 

(3)生物多様性 

保全等の取組 

 

 

 

 

 

※生物多様性特別賞の選考の参考とする欄 
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(4)社会貢献活動 

NPO 法人美しい港町横

濱をつくる会による取

組み 

 

 

 

 

地域清掃 

 

 

 

 

ピンクシャツデー 

 

 

 

 

ダイイチバザー 

 

 

 

NPO 法人美しい港町横濱をつくる会とは、横浜を世界一美しい街に

しようという志をもった企業で構成するボランティア団体です。 

美しい横浜の街並みの実現と横浜の美化運動・清掃活動を通じ、地

域社会の健全なる発展と育成、環境の醸成に努めています。 

会の代表が、我社の代表取締役が就任していることもあり、事務所

の貸与や備品類の保管等、積極的な関わりを行っています。【資料４】 

 

週４回始業前の１５分間、毎回１５名前後の自主的に参加するメン

バーで会社周辺の清掃活動を実施しています。 

清掃することにより、「謙虚さ」「気づき」「感謝」「感動」「心を磨く」

の五徳を身に付けます。 

 

2 月最終水曜日は「ピンクシャツデー」。ピンクシャツを着たり、ピ

ンク色のものを身につけることで、｢いじめ反対｣の意思表示をする

日です。社員全員がピンクの Tシャツを着用し、横浜駅で開催され

たイベントではサポートメンバーとして参加しています。【資料５】 

 

ユニフォームのアウトレット品やわけあり品などを格安で販売する

ダイイチバザーは、地域住民の方を対象に、年 1回開催し、その売

り上げを地域貢献活動費として活用しています 

 

５ 成果を上げている取組や先駆的・模範的な取組・事業 

取組や事業の名称 詳 細 内 容  

服のリサイクルプロジ

ェクト「ＢＲＩＮＧ」 

 

 

 

リユース可能なユニ

フォームとしてのパ

ンツ「パチッとパン

ツ」の開発と販売 

 

リサイクルプロジェクト「ＢＲＩＮＧ」は業種や業界の垣根を越えて連携し、衣料品のリサ

イクルを推進しています。繊維から繊維へ生まれ変わる循環型ポリエステルリサイクルシス

テムは、石油を使わない未来を創る新技術です。石油由来のポリエステル原料の古着を服の

原料にすることで、石油の使用削減に貢献します。【資料３】 

 

裾を切らずにワンタッチで5段階のすそ上げが出来る機能を付けたチノパンを発明しま

した。【特許Ｎｏ.３９８４２６５】リユース可能にすることで経費にも環境にも優しい

商品です。 

神奈川県内に拠点を持つ企業等において、女性が開発に貢献した商品（モノ・サービス）の

中から、優れた商品を神奈川県が認定する、神奈川なでしこブランドにも認定され、これま

でに約８０万本超販売しました。 

 

 

 

 

 

６ 審査にあたり、最も注目してもらいたい取組、ＰＲポイント 
※最も注目してもらいたい／評価してもらいたい取組や、これまでの項目に当てはまらないＰＲポイントについて具体

的に記入してください。 
★服のリサイクルプロジェクト「ＢＲＩＮＧ」です。 

お気に入りだったけれども汚れてしまった洋服、成長して合わなくなった子供服、日本ではこのような不要と 
なった衣料品が毎年、100 万トン以上が廃棄されその 9 割が焼却されています。 
この様な多くのもったいない服を新しい服や資源にまで循環させるために、私たちは BRING を実施しています。

ＳＤＧｓのＮｏ１２「つくる責任、つかう責任」は、ダイイチが解決すべく課題と認識しています。 
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服のリサイクルプロジェクト「ＢＲＩＮＧ」取組み経緯（前回受賞からの発展内容） 
 
私たちの使命は、「ユニフォーム事業を通じ人と環境との調和を創造します」。つまり私たちは、ユニフォームで人が輝く環境（労働環境・経営環境・衛生

環境・自然環境）を提供し続け、輝いた人々が増えることで、地域・社会が輝いていくことです。この使命を通じて目指すべき課題を解決すべく目標を掲

げました。 
BRING はさまざまな企業が、業種や業界の壁を超えて連携し、衣料品のリサイクルを実施・推進するためのプロジェクトです。衣料品のポリエステル繊

維を溶かし出し、精製してもう一度ポリエステル繊維の原料を製造します。 
2015 年国連で採択された世界を変えるための 17 の目標 SDGs。BRING の理念と技術は 17 の目標のうち、以下の項目に貢献します 
 

ポリエステルの再資源化は企業にとっての責任であり、製品を購入したお客様にとって使い終わった後の責任です。 

新たに再資源化された製品は地下資源を使用しないため、CO2 削減に貢献できます。これは温暖化防止の具体的なアクションとなります。 

地下資源の争奪戦が戦争の引き金になっていると考えれば、地下資源を使用しないことで世界平和に貢献できる。 

ポリエステルの質の高い再資源化の技術、廃ポリ回収インフラは静脈物流の核心となる可能性があります。 

「もったいない」という気持ちや街をきれいにするという気持ちの醸成は、教科書には表すことができない質の高い社会教育です。 

この取り組みは、環境省・民間企業が中心となって動き、横の連携を保ち、消費者（国民）を巻き込んでいく活動です。 

 
これらの課題を経営の中心に捉え、事業を通じて解決に貢献していくことを実践しています。 
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